







































































































これまで正規の留学生は、普通にこの言語 B を取っていたのを、16 年からは、
日本語力が達していない学生に関しては、言語 B として日本語の授業を取ると
いうことになりました。これは学部の外で起きていることです。それに加えて、
異文化コミュニケーション学部では、学生が学部の専門科目をきちんと日本語で
最後、卒業論文を書くところまで行けるようにということで、学部の中にもさら
にそれに追加をして、コミュニケーションセミナー日本語という科目を用意して
います。
　つまり、入ってきた段階で、若干日本語が弱い学生たちに対しては、学部の専
門科目の中で、日本語スキルをさらに上げていくような、それも自分たちの学部
の専門と結びつけながら上げていけるような、そういう仕掛けをつくっています。
今のところ、もちろんばらつきというか多様性はあるんですけれども、何とかみ
んな頑張って、3 年生、4 年生になっても、「専門演習」と呼んでいるゼミナー
ルにもついてきている。卒業論文を書くときには日本語相談室のお世話にもなり
ながら、あと学生同士がお互いに、ピアレビューをしながら、何とか卒業論文を
形にして出しているというところまで持っていっています。
○丸山　では、あとお 1 人ぐらいかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。
お願いいたします。
○余　ありがとうございました。私、香港から参りました余と申します。ありが
とうございます。
　1 点質問ですが、受け入れ態勢ですね。9 月から可能だということで、非常に
うれしく思うのですが、香港の例えば高校生の中にも日本語を勉強している人が
いますし、また日本のファンが非常に多いということで、1 つ私として聞きたい
のは、例えば先ほどお話の中に、立教で日本語プログラムがあるというお話でし
たが、例えばこういったものを、高校 2 年生のとき、つまり入学より前の高校
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2 年生のときでも、あるいは何というか、e ラーニングの形で、越境式日本語授
業か何かの形にしていただくことはできますでしょうか。そこから、ある意味で
は学生を抱え込むというか、日本語を、例えば本当に日本のファンが多いのです
が、現地は多様です。日本語を勉強したことない人もいますし、日本語を勉強し
たことある人もいます。また、日本には留学に来たいのですけれども、どこに行
けばいいかわからないという人もいます。その辺りはどのような形で対応できそ
うか、時間がかかるかもしれませんが、その辺りをちょっとお聞きしたいです。
○丸山　これはもう大学の国際化の方針そのものになっていまいりますので、池
田先生。
○池田　日本語教育センターかなと思って聞いていたんですけど、違うんですね。
○丸山　大学の方向に合わせて進めますので。
○池田　今の日本語教育センターの短期プログラムは大学生を対象にしたもので、
その短期プログラムがあることで観光学部みたいな学びが展開されたりというふ
うな、役割を果たしていると思っています。それと同じようなものを高校生に対
しても実施してくれないかというようなニーズがあることは把握していますので、
そこはやっぱり日本語教育センターともう少し相談をしながら……。
○丸山　ご相談しながら、ですね。
○池田　進めまいりたいと思いますし、e ラーニングを通した、いわゆる渡日前
の日本語教育については、私は個人的には興味が非常にあるのですが、ここも日
本語教育センターとご相談しながら、しかし限りなく前向きに進めてまいりたい
と思います。ありがとうございました。
○丸山　ありがとうございます。それではよろしいでしょうか。ちょっと短い質
疑応答となってしまい、大変申しわけございませんが、時間になりましたので閉
会の辞に参りたいと思います。（拍手）
○小林　それでは、これより閉会のご挨拶に移ります。閉会のご挨拶は国際セン
ター長、社会学部教授の黄盛彬先生より頂戴いたします。黄先生、よろしくお願
いいたします。
